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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twenty-second article based on our research and results in which we studied the 
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［五］今有共買金、 人出四百、 盈三千四百。 人出三百、 盈一百。 問人數・金價各幾何。
荅曰、 三十三人、 金價九千八百。 　
［六］今有共買羊、人出五、不足四十五。 人出七、不足三。 問人數・羊價各幾何。 荅曰、
二十一人、 羊價一百五十。
　兩盈・兩不足術曰、 置所出率、 盈・不足各居其下。 令維乘所出率、 以少減多、 餘
爲實。 兩盈・兩不足以少減多、 餘爲法。 實如法而一。 有分者、 通之。 兩盈・兩不足
相與、 同其買物者。 置所出率、 以少減多、 餘、 以約法實。 實爲物價、 法爲人數［9］。
　其一術曰、 置所出率、 以少減多、 餘爲法。 兩盈・兩不足以少減多、 餘爲實。 實



























　　　本題では a - b = 2 であるので、羊価=150銭、人数=21人となる。
　　（3 3） 50）注（10）参照。
　　（3 4） 両盈・両不足術とは、所出率を a ，b  （ a ＞b ）、盈・不足を m ，n  （両盈のと





　　　 　この術の導出を、両不足の場合で説明する。人数 x 人について、各人が a 銭払うと
きと b 銭払うときの不足分の差（n -m ）銭は、各人が（ a - b ）銭払った額（ a - b ）x









　　　　　　　各人 a 銭すなわち全員で ax 銭払うと、物価 y 銭にm銭不足、 
　　　　　　　各人 b 銭すなわち全員で bx 銭払うと、物価 y 銭に n 銭不足 
　　　　することを表している。
　　　②  不足数を互いの列に乗ずると（ an   bmmn  nm）となるが、これの各列はそれぞれ
　　　　　　　各人 an 銭すなわち全員で anx 銭払うと、n回分の物価 yn銭にmn銭不足、 
　　　　　 　　各人 bm銭すなわち全員で bmx 銭払うと、m回分の物価 ym銭にnm銭不足 
することを表している。
③  1 列目から 2 列目を引くと（an-bm0 ）となるが、これは各人が（an -bm）銭払う
とすなわち全員で（an -bm）x 銭払うと、②で述べた不足分が相殺されて（n -m）
回分の物価 yn - ym=（n -m）y 銭にちょうど一致することを表す。
④  したがって（an -bm）x =（n -m）y が成り立つ。ここで x = n-m―a−b であったので、
両辺に共通する（n -m）を約すると、 1 回分の物価 y 銭について y = an-bm―a−b が得
られる。
　　（3 5） 両盈・両不足術の別解を示している。所出率とそのときの盈不足数を前注と同
じくおく。人数 x = n-m―a−b については前注と同様に求めるが、物価 y 銭については、




































































　　　　 8 　　 9
　　　　 3 　　10
　　　②  両盈を「同」することによって、仮の設定値を「斉」する。
　　　　 8 ×10　　 9 × 3 …斉　　　　　80 27 …斉





　　　　盈10−盈 3 = 7 　 …法
　　　⑤  「斉之八十者、是十仮令、而凡盈三十者、是十、以三之」とは、仮令 8 銭、盈
3 銭を斉同術によりともに10倍することで斉80と盈30となることである。




　　　⑦  10仮令から 3 仮令を引いた仮令を「一実」とする。
　　　　 10仮令（80）− 3 仮令（27）= 7 仮令（53）…実














「斉」の80は仮令 8 銭を10倍したもので、その盈30は盈 3 銭を10倍したものである。
「斉」の27は仮令 9 銭を 3 倍したもので、その盈30は盈10銭を 3 倍したものである。今、
ここで仮令の両盈は10と 3 を共にしているので、10仮令から 3 仮令を引くと、余りの
7 仮令が一つの「実」となる。ゆえに、10から 3 を引いて、余りの 7 を「法」とする
のである。「出す所の率」の多い方から少ない方を引き、余りはこれを「設差」（ 9 −


















　　　①  仮定値が 5 銭と 7 銭の時、一人の差は 2 銭。
　　　②  不足45−不足 3 =42銭、これが衆人の差となる。
　　　③  よって一人の差で衆人の差を約す、つまり42÷ 2 =21人で人数が得られる。





［七］今有共買犬、 人出五、 不足九十。 人出五十、 足。 問人數・犬價各幾何。 荅曰、
二人、 犬價一百。
［八］今有共買豕、 人出一百、 盈一百。 人出九十、 足。 問人數・豕價各幾何。 荅曰、
一十人、 豕價九百。
　盈 足・不足 足術曰、 以盈及不足之數爲實。 置所出率、 以少減多、 餘爲法。

























ているのと同様の方法で解く。盈適足・不足適足術の公式は、所出率を a ，b（a ＞ b
で b が適足の場合）、盈・不足を m と置くと（適足なので n = 0 となるため n は省
く）、







































［九］今有米在十斗桶中。 不知其數。 滿中添粟而舂之、 得米七斗。 問故米幾何。 荅
曰二斗五升。













　　　 　現在の数学を用いて解くと、もとの米を x 斗とした場合、入れた粟は10 - x斗で




れだけか。答えにいう、 2 斗 5 升。
　　 　術にいう、盈不足術でこれを求める。仮にもともとあった米が 2 斗であれば、 2 升




















　 　 　 2 　　　3
　 　 　 2 　　　2
　　　②  盈・不足を「同」することによって、仮の設定値を「斉」する。
　 　 　 2 × 2 　　 3 × 2 …斉　　　4 6　 …斉
　 　 　 2 × 2 　　 2 × 2 …同　　　4（不足） 4（盈） …同
　　　③  ②で求めた数値で計算すれば不足 4 と盈 4 を一つにまとめて取り去り、斉 4 と
斉 6 を足し算すると、盈も不足もない真値が得られる。これを実とする。
　　　　斉 4 ＋斉 6 =10　→不盈不朒之正数 …実
　　　④  盈・不足を足して法とする。
　　　　不足 2 +盈 2 = 4    …法





訳：按ずるに、桶には 1 斛が入る。もし元々あった米が 2 斗であったとすると、粟 8 斗を
加えて桶をいっぱいにすることになる。粟 8 斗からは糲米 4 斗 8 升が得られる。（こ
の 4 斗 8 升と米 2 斗を足すと 6 斗 8 升となり、）これを最終的に得られた 7 斗と比べ
ると「 2 升足りない」。もし元々あった米が 3 斗であったとすると、粟 7 斗を加えて
桶をいっぱいにしなければならない。粟 7 斗からは糲米 4 斗 2 升が得られる。（この






［一〇］今有垣髙九尺。 瓜生其上、 蔓日長七寸、 瓠生其下、 蔓日長一尺。 問幾何日























　　　瓜の蔓は一日 7 寸伸びるので、 7 ×5 5―17=37
1―17
　　　瓠の蔓は一日 1 尺伸びるので、10×5 5―17=52
16―17
　　　となり、互いの蔓が出会った時の長さが求められる。
　　　 　現在の数学を用いて計算すると以下のように求められる。求める時の長さを x と
すると、x =90÷（7+10）＝5 5―17となる。
訳：今、垣根の高さが 9 尺ある。瓜がその上に生え、蔓が日に 7 寸伸びる。瓠がその下に
生え、蔓が日に 1 尺伸びる。問う、何日後にお互いが出会い、（その時の）瓜・瓠そ


























訳：按ずるに、仮定値の「 5 日であれば、 5 寸足りない」というのは、瓜が生えてから 5
日経つと、下に垂れる蔓の長さは 3 尺 5 寸となり、瓠が生えてから 5 日経つと、上に
伸びた蔓の長さは 5 尺となる。（この 3 尺 5 寸と 5 尺を足すと 8 尺 5 寸となり、）9 尺
の垣根に比べてみると、「 5 寸足りない」となる。一方の仮定値の「 6 日であれば 1
尺 2 寸余る」というのは、もし瓜が生えてから 6 日経てば、下に垂れる蔓の長さは 4
尺 2 寸となり、瓠が生えてから 6 日経てば、上に伸びた蔓の長さは 6 尺となるからで
ある。（この 4 尺 2 寸と 6 尺を足すと10尺 2 寸となり、）9 尺の垣根に比べてみると、
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